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散が課題となっているが、同
品は工場生産のため膜彫が一

定。また、施工しにくい狭小
部でも柔軟に対応できる。

白水興産

ノーリング材を打設し
ノてい
ーリン
兵外線
5と劣

ょ、端
レを疫
で紫外

線を防ぐ金物。改修工事にお
いては、既存の防水層撤去後、
既存の笠木を取り外すことな
く新規防水陪施工後に金具を
取り付けることが可能。

色調はシルバー。寸法は縦
90mm X幅2000mm（コーナ ー

部 は縦200mm X幅200mm) X 
奥行1 1.2 mm、 厚みは1.2mm。
ジョイントは内ジョイント。
設計価格は、本体1850円／m、
コ ーナー5300円／箇。

マキタ

h症や溶剤の臭気対策
すない。
！，は、
風凪
min、

風速
/min 

な送
気で

広い範囲の作業環境を改善す
る。バッテリー充電式のため、
置き場所を選ばず設附が可
能。 1充電あたり最長で約
34時間稼動する。

また、家庭用雷源ACIOOV
に接続して使用できる。

本体の寸法は312呻 X633
mm X 770mmで、 質量は 7.9kg
（バッテリー除く）。そのほか、
3段階(I • 2 · 4 時間）の切タ

イマー機能などを搭載する。

応藤そぞ沢藷老て恣そそむ祁るラ肴 1 恙禾たを
‘

ご実り
て理のれる盤機いこき数桜高こラ効卜専研 ° 自認績組

技
能
実
習
の
法
令
違
反
調
査

指
祁
の
約
2

割
が
建
設
業

厚
労
省

年
次
総
会
を
開
催

佐
藤
会
長
が
留
任

J
E
R
補
改
修
協
会

講
義
し 、
最
後
に
鈴
木
弘
之

副
理
事
長

の
挨
拶
で
会
は
終

了
し

た。
引

き
続

き、
労
働
安
全
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト

の
川
田
有一

氏
を
講
師
に
迎
え 、
「
あ
っ

い
け
な

い。
大
事
に
至
る
前

に
手
を
打
つ」
を
テ
ー

マ
に

し
た
講
演
会
が
開
催
さ

れ

こ。t
 

共
存
共
栄
を
目
指
し
て
い
こ

う 。
協
会
が
さ
ら
に
発
展
す

る
た
め
に
も 、
積
極
的
に
活

動
を
推
進
し
て
参
り

た
い。

各
位

の
脇
力
を
期
待
す
る」

と
挨
拶
し

た。

続
い
て、
佐
藤
会
長
が
議

長
に
選
任
さ

れ、
議
案
審
議

厚
生
労
働
省
は
こ

の
ほ

ど 、
2
0
2
2

年
の
「
外
国

人
技
能

実
習
生

の
実
習

実
施

者
に
対
す
る
監
督
指
尊 、
送

検
等

の
状
況」
を
公
表
し

た。

に
入
っ

た。
審
議
さ

れ
た
す

べ
て

の
議
案
は
満
場一
致
で

可
決
承
認
さ

れ
た。
新
年
度

の
事
業
計
画
と
し
て
は 、
展

示
会
出
展
な
ど
で
組
織

の
知

名
度
向
上
を
図
る
ほ
か 、
水

全
国

の
労
働
局
や
労
働
基

準
監
督
署
で
は 、
外
国
人
技

能
実
習
制
度
に
お
け
る
技
能

実
習
生

の
適
正
な
労
働
条
件

と
安
全
衛
生
を
確
保
す
る

た

め 、
労
働
基
準
関
係
法
令
違

反
の
疑

い
が
あ
る
監

理
団
体

お
よ
び

実
習

実
施
者
に
対
し

て、
監
督
指
尊
を
行
っ

て
い

J
E
R
コ
ン
ク
リ
ー
ト

補

改
修
協
会
は
8
月
3
日 、
札

幌
市
中
央
区

の
札
幌
パ
ー

ク

ホ
テ
ル
で
定
期
総
会
と
研
修

会
を
開
催
し

た。
任
期
満
了

に
伴
う
役
員
改
選
で
は 、
佐

膝
匡
良
会
長
が
留
任
し

た。

冒
頭 、
登
壇
し

た
佐
藤
会

長
（
写
真）
は
「
新
技
術

の

開
発
に
力
を
注
ぎ 、
イ
ン
フ

ラ
保
全
に
貢
献
し
て
い
く 。

ま
た、
組
織

の
横

の
つ
な
が

り
を
活
か
し
て
会
員

の
連
携

を
強
化
し 、
力
を
合
わ
せ
て
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処
理
分
野
以
外
へ

の
市
場
拡

大
を
目
的
に
関
連
技
術

の
拡

充
を
図
る
方
針
を
固
め

た。

ま
た、
技
術
委
員
会
活
動
を

改
革
し
て
意
見
交
換

の
機
会

を
充

実
さ
せ
る
と
と
も
に 、

コ
ン
ク
リ
ー
ト

防
食
技
土

の

増
加
を
目
指
す 。

続
い
て、
日
本
下
水
道
事

業
団
事
業
統
括
部
調
査
役・

中
島
良
幸
氏
を
講
師
に
迎
え

「
下
水
道
コ
ン
ク
リ
ー
ト

構

造
物

の
腐
食
抑
制
技
術
及
び

防
食
技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル」
を

る 。
ま

た、
重
大・
悪
質
な

事
案
に
対
し
て
は 、
送
検
な

ど
の
厳
正
な
対
応
を
と
っ

て

い
る 。22

年
は 、
労
働
基
準
関
係

法
令
違
反
が
疑
わ

れ
る

実
習

実
施
者
に
対
し
て
9
8
2
9

件
の
監
督
掴
尊
が
行
わ

れ、

73
.
7
％
に
あ

た
る
7
2
4

「n-tXもコー
h-
=
3

7
件
で
法
令
違
反
が
認
め
ら

れ
た。
こ

の
う
ち 、
建
設
業

で
は
1
8
5
3
件
が
監
督
指

尊
の
対
象
と
な
り 、
83
.

2
％
に
あ

た
る
1
5
4
2

件

で
法
令
違
反
が
認
め
ら

れ

た。
お
も
な
遵
反
事
項
は 、

①
割
増
賃
金

の
支
払

い
5
2

1
件
(
28
.
1

%)
②
年
次

有
給
休
暇
4
0
4

件
(
21
.

8
%）
③
健
康
診
断
結
果

の

●
第
19
回
建
築
ド
ロ
ー

ン
安
全

教
育
講
習
会
【
主
催】
日
本

建
築
ド
ロ
ー

ン
協
会
【
日
時・

会
場】
前
半
の
部
谷
首[
20
日 、

後
半
の
部
ニ回
21
日・
13
時
20

S
17
時
10
分・
オ
ン
ラ
イ
ン
ラ

ィ
ブ
配
信
（
オ
ン
ラ
イ
ン
受
付

は
13
時
か
ら）
【
対
象
者】
建

テ
ー

マ
に
研
修
会
が
行
わ

れ

こ。t

医
師
か
ら

の
意
見
聴
取
3
7

5
件
(
20
.
2
%）

ー
な

ど 。法
令
達
反

の
具
体
例
と
し

て
は 、
タ
イ
ム
カ
ー
ド

の
打

刻
時
間
分

の
割
増
賃
金
が
適

正
に
支
払
わ

れ
て
い
な
か
っ

た
ケ
ー

ス
が
挙
げ
ら

れ
た。

ま
た、
実
施
者
が
送
検
さ

れ

た
事
例
と
し
て
は 、

実
習
生

に
対
し
36
窃
定

の
限
度
時
間

を
超
え
る
違
法
な
時
間
外・

休
日
労
働
を
行
わ
せ

た
ケ
ー

ス
が
親
告
さ

れ
た。

築
物
の
施
工
管
理 、
点
検
調
査

等
に
お
け
る
ド
ロ
ー

ン
の
活
用

と
安
全
管
理
に
携
わ
る
者
（
年

齢
18
歳
(
2
0
2
3

年
4
月
1

日
時
点）
以
上 、
資
格・
経
験

不
問）
【
内
容】
ド
ロ
ー

ン
の

概
論 、
関
連
法
規 、
ド
ロ
ー

ン

技
術
と
安
全
運
用 、
ド
ロ
ー

ン

を
活
用
し
た
建
築
物
の
施
工
管

理 、
点
検
調
査
な
ど
に
お
け
る

安
全
対
策 ・選べる3サイズ

・チタンコ ー ティング
・握りやすく軽い持ち手

リ ー ト構造物等のインフラ整備の施工を担当する工事
Fを会員とする協会団体。技術者の育成・エ法の説明
オ料の普及活動などを行っております。

調査・診断／補修・改修設計
コンクリ ー トの劣化度とその原因
を調査解析診断し、望ましい維
持管理計画の提案、および状態
に応じた適切な補修・改修方法
の選定を行います。

占誓濫＇『＇

工法・製品の開発、製造。会員で
ある製造会社が、コンクリ ー トの
補脩及び劣化防止に求められる
多様な機能と耐久性等に基づい- -゜｀ ＾．．．、・ ーー・・ー・・•一，•←

■管路部会 J- --

下水道用マンホ ールの長寿命化対策に取り組んでいます。また、認定工法の技術研修会
や技術者の育成、部会及び工法の普及活動も行っています。

■認定工法 J- - -

下水道施設の長寿命化を目的に、認定した侵れた防食技術の普及活動を行っています。
協会は、コンクリ ー ト制処理水槽の防食被覆工法や断面修復材等、管路部会はマンホ ール
の更生工法や防食工法等をラインナップしています。

【水道関連施設】
.zモルタルS-T工法：熊機打系
・ジックレジンNP143F工法：ピスフェノールF形エポキシ樹厨系

【管路関連施設】
―' 
・ジックポー ド」工法．

1,賄持拓審杏証明（下水逍技栢）第1907号

【下水道関連施設】

・ジックライトIll工法：臭気低減タイプエポキシ樹脂
・ジックライトII工法：エポキシ樹厨積眉仕様
・カーボンセラミックエ法：セラミックパウダー入りエポキシ樹朋
・ジックレジンJE工法：エポキシ樹厨モルタル仕様
・ジックレジンKG工法：li1打機隕エポキシ樹屈
・ジックコートVE工法：ピニルエステル樹屈

ARS記事
【㈱新樹社　令和4年8月15日発行　4面】
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